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東北工業大学後援会福島県支部 支部だより

ご 挨 拶 

東北工業大学後援会福島県支部 支部長 嶺岸 由紀彦 

後援会福島県支部の保護者の皆様、福島県支部長の嶺岸由紀彦

と申します。福島県より皆様と共に、東北工業大学とその学生の

お役に立てますよう、微力ながら務めさせております。 

さて、近年の気象の変動には大きなものがあり、特に夏場の暑

さ、異常な集中豪雨等の悪影響も多く見られます。また関連は薄

いかもしれませんが、クマ出没など鳥獣被害もこれまでには、あ

まり多くは見られなかった事象かと思いますが、多くの報道で目

にするようになってきております。新型コロナ感染症の流行も、

それまでは経験のない災害でした。  

現在は ChatGPT等の生成 AIの急激な発展による変化もあります。

そのように激しい変化の中、我々の生活、そして大学に関わる学

問・学業も大きく変動してきている状況と思います。大学、学生

を囲う状況は大きく変化しており、先が分からなく不安に感じて

いる方もいらっしゃると思います。この変動の中、将来を担う学

生たちが、大学でその準備をうまく進められるよう、我々後援会

は援助していく必要があります。 

東北工業大学への社会の期待は高まる中で、学生への援助がで

きますよう、今後ともご協力をいただきたくお願いいたします。 

令和７年度福島県支部幹事 

支 部 長 嶺岸 由紀彦 福島市在住 

事務局長 幹 事 宗像 幸雄 郡山市在住 

幹 事 壁谷 茂 田村市在住 

幹 事 山田 良一 福島市在住 

幹 事 只野 昭治 二本松市在住 

幹 事 林 由紀江 いわき市 

幹 事 石田 順子 伊達市在住 

幹 事 齋藤 祐一 福島市在住 

支 部 だ よ り

2025 年 12 月 No.24 
東北工業大学後援会福島県支部

大学祭の野外ステージ

沢山の大学祭への来場者がありました

大学祭オープニング

令和７年度大学祭 屋外ステージ

令和７年度大学祭 学生屋台
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【ト ピ ッ ク ス】 

後 援 会 の 学 生 支 援 

８月２０日～２１日に北海道科学大学（札幌市手稲区）を会場に、北海道科学大学との総合定期戦が開催

されました。今年度は３０回の記念大会ということで、２年連続で北海道での定期戦が実施されました。  

後援会は大会費用の補助、各部への総合定期戦に向けた物品補助を行いました。結果は、昨年に続き東北工

業大学選手団が総合優勝を勝ちとりました。遠征先での２年連続優勝は確かな実力の証明となったと思いま

す。 

来年は、仙台で開催されますので、３年連続総合優勝を目指し奮起してほしいと思います。 

 

                        ※定期戦ルールにより引き分けは遠征校の勝利 

 

 

大学見学会 

１０月１１日（大学祭 1 日目）八木山キャンパスにおいて後援会大学見学会を実施いたしました。福島県

支部からは、２４家庭５７名の参加を得て、盛況のうちに終了することができました。全体会として丹野喜昭 

後援会会長、渡邉浩文 学長、そして経営デザイン学科３年 千葉風雅 大学祭実行委員長より見学会参加者へ

の挨拶があり、その後、大学祭の模擬店やイベントを楽しみながら大学施設の見学をしていただきました。 

 競  技 東北工業

大学 

北海道科

学大学 

  競  技 東北工業

大学 

北海道科

学大学 

サッカー ４ １  アメリカンフットボール １４※ １４ 

ソフトテニス ２ １  男子バレー ３ １ 

硬式テニス ３ ４  女子バレー ０ ２ 

バスケットボール ６３ ６１  ハンドボール ２５ ２４ 

剣   道 １ ３  弓   道 ３１ ４９ 

柔   道 ５ ０  バドミントン ４ ６ 

    卓   球 ７ ２ 

北海道科学大学定期戦 競技成績 
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福 島 県 出 身 卒 業 者 の 就 職 ・ 進 路 状 況 
2015.3 卒～2025.3 卒の福島県出身卒業者の就職勤務地域並びに進路状況を下記に示します。 

福島県出身卒業者数（大学院生も含む） 
 ’25.3 ‘24.3 ‘23.3 ‘22.3 ‘21.3 ‘20.3 ‘19.3 ‘18.3 ‘17.3 ‘16.3 ‘15.3 

卒  業  学  生  数 764 767 847 698 763 693 615 606 587 547 632 
福島県出身者 58 49 46 47 40 43 33 20 23 22 29 

 福島県出身者の就職・進路状況 
就職地域＼年度 ’25.3 ‘24.3 ‘23.3 ‘22.3 ‘21.3 ‘20.3 ‘19.3 ‘18.3 ‘17.3 ‘16.3 ‘15.3 

福島県内への就職 14 11 11 10 11 11 3 7 2 9 9 
福島県外への就職 39 32 28 30 28 30 27 13 19 10 17 

大 学 院 へ の 進 学 4 3 5 2 0 0 2 0 1 2 1 
そ  の  他  0 0 0 5 1 2 1 0 1 1 2 
合          計 57 46 44 47 40 43 33 20 23 22 29 

 
就職先 ＼年度 ’25.3 ‘24.3 ‘23.3 ‘22.3 ‘21.3 ‘20.3 ‘19.3 ‘18.3 ‘17.3 ‘16.3 ‘15.3 

一 般 企 業 49 40 35 38 36 41 29 18 21 19 24 
公 務 員 等 4 3 3 2 3 0 1 1 0 0 2 
大 学 院 進 学 4 3 5 2 0 0 2 0 1 2 1 
そ  の  他 0 0 1 5 1 2 1 1 1 1 2 
合        計 57 46 44 47 40 43 33 20 23 22 29 

 

キャリアサポート 

令和７年２月に３年生（現４年生）向けに各企業の研究・説明を行う「合同企業研究セミナー」を実施いたし

ました。企業のリクルート活動は、年々前倒しになる傾向があります。これまで３月が企業募集広報活動開始

の解禁とされてきましたが、企業のリクルート活動の早期化を考慮して２月に研究セミナーを行い、学生の就

職に対する意識のスタートを早めています。八木山キャンパス体育館と９号館を会場とし、２４１社の企業が

ブースを設けて３年生延べ８３４人が参加しました。みな、熱心に各企業ブースを訪れて話を聞いておりまし

た。 

近年は早期から企業を知り職業体験できるインターンシップが、より重要性を増しているように思えます。大

学では学生の多様な要望に応じ対応していますので、積極的に大学のサポートを活用し、企業を良く知ること

で、効率的で納得のいく就職活動に励んでいただきたいと思います。 

 

１００円カレーＤＡＹ 

後援会補助で実施している「100 円カレーＤａｙ」を継続実施しています。

年 4 回、各回 10 日間実施しており、毎回約 1 万食が食されております。この

援助に関して、宮城県内のＴＶニュース等にも度々取り上げられております。 

 

八木山キャンパス新棟Ⅱ期計画  

八木山キャンパスでは、５号館の解体工事が終了し、新棟の建設準備が始まりました。２０２７年度竣工に

向けて、望める風景も大きく変わってきております。 
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◆父母懇談会（福島県会場）  
本年度も東北 6 県と新潟で父母懇談会を実施しました。福島県会場は６月２１日に福島市で開催いたしまし

た。渡邉学長、伊藤後援会副会長に挨拶をいただき、また、各学科教員に福島県会場に来ていただいて対面で

の個人面談を実施いたしました。お子様の様子や学業状況を、直接教員から聞くことができる貴重な機会です。

学内の学生の様子や詳しい学修状況の詳細を知ることができたのではないかと思います。 

来年から名称を保護者懇談会に変え、福島県会場は令和８年６月２０日（土）福島市上町にあるキョウワグ

ループ・テルサホール（福島テルサ）において実施する計画を立てております。また、東北工業大学キャンパ

スで行う仙台会場は２・４年生対象として６月１３日（土）、１・３年生対象として１１月７日（土）に実施

する予定です。仙台会場の日程では、オンライン面談の準備もいたします。ぜひご利用ください。  

 

◆後援会福島県支部総会  
『令和７年度 東北工業大学後援会福島県支部総会』は６月２１日、父母懇談会福島県会場全体会の前に実

施いたしました。審議の内容について特にご意見は無く、承認可決となりました。皆様のご理解とご協力、誠

にありがとうございます。                             

 

◆大学学部改組 

令和７年度、東北工業大学の組織が大きく変わりました。工学部では学科制から課程制に変わり、４課程で

の学びが開始されています（過年度入学生は学科制）。またライフデザイン学部では経営コミュニケーション学

科から経営デザイン学科に名称変更となり、カリキュラム構成が作新されました。そして両学部ともに、課程・

学科の枠を超えた広い学びを選択できる仕組みが始まっております。 

  

 

◆各学科別福島県出身在籍者 

令和 7 年度の福島県出身の各学科別在籍者数は次のとおりです。 

福島県出身の各学科別在籍者数               令和７年９月現在   ※女子は内数（再掲) 

学部 学科 １年 ２年 ３年 ４年 計 

工
学
部 

電気電子工学科 0 3 (0) 0 7 (0) 10 (0) 
電気電子工学課程 5 (0) - - - 5 (0) 
情報通信工学科 0 13 (0) 11 (2) 16(0) 40 (2) 

情報通信工学課程 11 (0) -     11 (0) 
都市マネジメント学科 0 1 (0) 3 (1) 2 (0) 6 (1) 

都市工学課程 3 (0) - - - 3 (0) 
環境応用化学科 0 7 (0) 1 (0) 2 (0) 10 (0) 

環境応用化学課程 2 (0) - - - 2 (0) 
工学部計 21 (0) 24 (0) 15 (3) 27 (0) 87 (3) 

建築学部 建築学科 18 (3) 12 (0) 10 (0) 6 (2) 46 (5) 
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部 

産業デザイン学科 4 (4) 7 (5) 7 (3) 7 (5) 25 (17) 
生活デザイン学科 3 (0) 2 (0) 5 (3) 3 (2) 13 (5) 
経営デザイン学科 8 (4) 2 (2) 6 (0) 8 (0) 24 (6) 

ライフデザイン学部計 15 (8) 11 (7) 18 (6) 18 (7) 62 (28) 
学 部 総 計 54 （11） 47 (10) 43 (9) 51 (9) 195 (39) 

大
学
院 

通信工学専攻 2 (0) 
建築学専攻 3 (1) 
大学院計 5 (1) 

    総計 200 (40) 
 


